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■ 楽についても記入してください

■むかしあつたが、現在は行われていない神楽についても、わかる範囲で

記入願います。その場合、創設時期と轟鵜時期についてもわかればお鵬

いします。

自

　
ヽ
ハヽ
「

瞑
＼
、
　
番，

ヽ
ミ　
　
　
　
　
ー

調 査 内 容 回 警 内 容

神楽社中 (保存会)の名称
不 |〕 11

2 神楽社中の所在地
l`iア  イT

3 神楽社中の代表連絡先
■佳 所
■氏 名
■電 1番
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4 神榮社中あ構成員数
' *+l ro( ) a(

5 神楽社中の創淑時期
■明治
■大工

■昭和

■平成

)
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年

年

年

年

し常各
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6 神楽の流派 ・ (`不 叫 )流

フ 現在、演じることのできる神楽の

演目
ラえた力なンで`十じ11

8 神楽と社中の特徴についてわかり
やすく書いてください。
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